
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

            

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

２０１８年９月  |  第 ９号 

中央区ボランティア・市民活動センター ＮＥＷＳ 

＜平成 30年 7月豪雨災害情報＞ 
 平成 30年 7月豪雨災害の被災地では、復興に向け発災時から 8月 20日（月）までに、全国

で 187,000人を超えるボランティアが活動されています。 

大阪市中央区社会福祉協議会ホームページ「新着情報」からも「全社協 被災地支援・災害

ボランティア情報」や「災害義援金の募集」について案内を掲載しています。 

随時更新されますので、ぜひご覧ください。 

また、ボランティア活動を希望する際には、各災害ボランティアセンターが 

発信している最新情報を確認してください。 

 

皆さま暑い日が続きますが、いかがお過ごしでしょうか？ ボランティアコーディネーターの児泉です。 

平成 30年 7月豪雨災害の各被災地で設置されている災害ボランティアセンターには、全国の社協職員

が応援に入っており、大阪市社会福祉協議会からも７月２０日より岡山県への派遣を開始しています。 

今回は私も８月５日～９日まで「岡山市東区災害ボランティアセンター」へ応援に行ってきましたので、

現地の様子をご報告したいと思います。 

岡山市東区では「砂川」という河川が氾濫し、床上７１センチまで浸水したため、 

１階の床板剥がしや床下の泥だし・拭き掃除・使えなくなった家電や家具の運びだし 

・廃材の回収等の作業を手伝ってほしいというボランティア依頼がほとんどでした。 

発災からちょうど１ヶ月を迎える頃でしたが、浸水した部屋の畳や床板は、まだ剥が 

されたままの状態で、業者の見積りや工事待ちというお宅が多くありました。 

現地の社協職員のお話で『岡山は「晴れの国」と言われるほど、年間雨量が少なく、また地震も少ない

ため「災害は起きない」と認識されていた住民が多かったそうです。実際に被災された方も「想像もし得

ない出来事が突然起きて、何をどうすべきか分からない。でも歳だから岡山を離れることもできないし…」

と戸惑われていました。また家屋の被害となると、修繕には多額の費用がかかることから、高齢のご夫婦

の中には決断できずにうつ症状が出る方もおられ、被災地の悲痛な現状を知らされました。 

そんな中、毎日 100人を超えるボランティアが遠くは北海道や東北から時間・費用 

をかけて来られ、炎天下の中、真っ赤な顔で作業される姿に被災者から感謝の電話が

センターに寄せられていました。そんな声を何か形に出来ないかと提案があり、社協

の応援スタッフにより作成されたのが「つながりの木」です。被災者からの感謝の声

と、活動したボランティアからのメッセージを桃の形のカードに書いて、被災者とボ

ランティアをつなげる意味を込めて名付けられました。 

悲しい出来事の中でも「人は人とつながることで頑張れたり、気持ちを強く持てるんだなぁ」と、改め

てボランティア活動の素晴らしさを感じ、私自身も社協職員としての経験を積んでいきたいと思います。 

被災地ではまだまだ支援を必要としています。皆様のご支援ご協力よろしくお願いいたします。 

廃材置き場になっていた地域の公園。子供達が 1日で

も早く遊んだりラジオ体操が出来るように、ボランテ

ィアによって廃材回収後のガラス片など、土ごと回収

し土のう詰め・清掃をされていました。 
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8月 2日（木）「親子認知症サポーター養成講座」を実施しました。 

初めての企画でしたが、大人６名、子ども７名の計１３名が参加され

ました。「認知症」という言葉を初めて聞く小学生もいて、認知症クイ

ズやＤＶＤで事例を用いながら、分かりやすい内容に工夫されました。 

またキャラバンメイトによる「絵本の読み聞かせ」や「ちびまる子

ちゃんの寸劇」では、絵本の話を集中して聞き入っていたり、ちびま

る子ちゃんとお母さん役になりきって演じてもらうなど、参加型の講

座となりました。「子どもの認識が変わったようです」「近所の高齢者

の行動にも気を遣ってみたい」といった感想をいただきました。 

  

  

  

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

            

 

                

  

  

  

  

    

  

  

  

  

  

  

  

  

中央区ボランティア・市民活動センター（ふれあいセンターもも ３階） 
 

住所：中央区上本町西２－５－２５ 

電話 : (０６) ６７６３－８１３９  FAX  : (０６) ６７６３－８１５１ 

 

７月 31日（火）「ボランティア研修会」として、障がい者就労支援

事業所「ワークセンター中授
ちゅうじゅ

」の見学へ行ってきました。 

毎月エコキャップの仕分け活動をされている「我
が

楽
らく

多会
た か い

」のメンバ

ーを中心に参加されました。ワークセンター中授
ちゅうじゅ

では、エコキャ

ップ以外にも多種の商品（ハンガー・糸ようじ・タオル等）を企業

から受託し、納期や品質に対応できるよう作業訓練に取り組まれて

います。真剣に作業をしながらも見学者からの質問に、笑顔で気さ

くに答えてくださる姿をみて「利用者の賃金が少しでも上がるよう

に自分たちも協力していきたい」「使い捨ての商品でも大切に使お

う」といった声が聞かれました。 


